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生命保険協会創立110周年記念式典 企画・制作　読売新聞社広告局

広　告

パネルディスカッション　第Ⅰ部
「医療介護分野における国民と生命保険の将来」

お
り
、
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
新

し
い
価
値
が
生
ま
れ
る
「
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
５
・
０
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
生
命
保

険
業
界
に
引
き
付
け
て
言
え

　

世
の
中
は
大
き
な
転
換
点

を
迎
え
て
い
ま
す
。
狩
猟
社

会
、
農
耕
社
会
、
工
業
社

会
、
情
報
社
会
と
き
て
、
次

は
創
造
社
会
だ
と
言
わ
れ
て

も
に
、
目
利
き
を
働
か
せ
て
、
お

客
様
と
市
場
サ
ー
ビ
ス
と
を
橋

渡
し
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
増

す
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
社
会

課
題
で
あ
る
健
康
寿
命
延
伸
に

も
貢
献
し
つ
つ
、
お
客
様
の
健
康

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
展
開
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
社
会
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
人

生
の
伴
走
者
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
べ
く
、
今
後
も
業
界
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

生
命
保
険
業
界
は
、
社
会
保

障
制
度
や
医
療
・
介
護
を
め
ぐ
る

環
境
な
ど
の
変
化
に
対
応
し
、

「
三
つ
の
Ｐ
」
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー

ド
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
客
様
の
リ
ス
ク
や
ニ
ー
ズ
の

変
化
に
対
応
し
て
保
障
機
能
を

さ
ら
に
進
化
さ
せ
て
い
く
と
と

人
生
の
伴
走
者
と
し
て
の
役
割

ば
、
デ
ー
タ
革
新
を
人
々
の
多
↘

様
な
生
活
や
幸
せ
の
追
求
の
た

め
に
活
用
し
、
ど
の
よ
う
に
し

て
「
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
を

再
発
明
し
て
い
け
る
の
か
。
例

え
ば
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
本
人
が
気
づ
か
な
い

う
ち
に
病
気
の
兆
候
を
発
見
し

て
、
そ
っ
と
支
え
た
り
、
ゲ
ー

ム
で
楽
し
み
な
が
ら
健
康
を
増

進
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
重
要

で
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
一
人
ひ

と
り
の
人
生
に
寄
り
添
っ
て
き

た
生
命
保
険
会
社
の
営
業
担
当

者
の
経
験
が
、
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
を
生
み
出
す
可
能
性
も
大
い

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

が
ん
治
療
の
後
で
Ｐ
Ｈ
Ｒ　

の
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
調
子
は
ど

う
で
す
か
」
と
尋
ね
、
一
定

以
上
の
症
状
だ
っ
た
ら
病
院

　

す
で
に
デ
ン
マ
ー
ク
や
エ
ス
ト
ニ

ア
で
は
自
分
の
医
療
情
報
の
記
録
を

い
つ
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
見
ら
れ
ま

す
。
２
年
前
に
あ
る
仕
組
み
が
米
国

の
が
ん
学
会
で
発
表
さ
れ
た
こ
と

で
、
一
気
に
利
用
が
進
み
ま
し
た
。

に
呼
ぶ
。
そ
れ
だ
け
で
、
５
年
生
存
率

が
劇
的
に
改
善
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
事
例
か
ら
、Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
活
用
で
、

新
し
い
産
業
や
価
値
が
生
ま
れ
て
い
く

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　狩猟社会、農耕社会、工業社会、情
報社会に続いて、あらゆるものがネッ

トにつながる「IoT」などを活用した超スマート社会のこと。サイバー空
間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させ、経済
発展と社会的課題の解決を両立することを目的にしている。第５期科学
技術基本計画において、日本が目指す未来社会の姿として提唱された。

　Personal Health Recordの頭文字を示し、個人の健康情
報をスマートフォンのアプリなどで一元的に管理する

システムのこと。体重、血液型、アレルギーなどの基本情報のほか、医療機関
から提供された記録などの管理も行う。様々な企業や自治体が参加し、矢野
経済研究所によると、2016年度の市場規模は125億円と順調に推移している。

Society5.0とは？

PHRとは？

フリーアナウンサー

魚住 りえ氏

パネルディスカッション　第Ⅱ部
「Society5.0における生命保険の役割」

る
生
産
性
の
向
上
、
そ
し
て
給
付
と

負
担
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
社
会

保
障
の
持
続
可
能
性
の
確
保
と
い

う
四
つ
の
柱
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
能

力
を
発
揮
で
き
る
多
様
な
雇
用
や

就
業
機
会
の
確
保
を
進
め
、
医
療
・

福
祉
の
現
場
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
な
ど
を
活
用
し
て
生
産
性
の

向
上
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
高

齢
者
自
身
が
社
会
の
支
え
手
に
な

り
う
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
も
、
今
後
の
方
向
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
団
塊
ジ
ュ

ニ
ア
世
代
が
高
齢
者
と
な
る
２
０

４
０
年
を
見
据
え
、
誰
も
が
よ
り

長
く
、
元
気
に
活
躍
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
多
様
な
就
労
・
社
会

参
加
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
よ

高
齢
者
が
社
会
の
支
え
手
に

欧
米
の
先
行
事
例
生
か
し
て

ま
ず
消
費
者
は
市
場
か
ら
影
響
を
受
け

る
側
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
の
出
す

情
報
が
不
足
す
れ
ば
、
消
費
者
の
権
利

が
侵
害
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。も
う

一
つ
が
、
エ
シ
カ
ル
消
費
な
ど
消
費
者

が
市
場
に
影
響
を
及
ぼ
す
側
面
が
あ

り
、
同
様
に
情
報
が
な
け
れ
ば
消
費
者

は
行
動
が
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
ま
た

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
５
・
０
は
利
便
性
が
強
調

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
負
の

影
響
も
し
っ
か
り
と
考
え
、
個
人
起
点

の
社
会
に
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
５
・
０
や
Ｐ
Ｈ
Ｒ

に
、
消
費
者
と
し
て
ど
う
対
応
す

れ
ば
よ
い
の
か
不
安
を
抱
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
消
費

者
の
二
つ
の
側
面
に
つ
い
て
理
解

し
て
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

消
費
者
へ
の
影
響
に
考
慮
を

サステナビリティ消費者会議 代表

古谷 由紀子氏
の
で
、
自
治
体
な
ど
で
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
支
援
や
生
活
習
慣
病
重
症
化

予
防
モ
デ
ル
の
実
証
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
デ
ー
タ
活
用
の
ル
ー
ル
等

も
重
要
で
あ
り
引
き
続
き
関
係
省
庁
等

と
連
携
し
て
、
よ
り
健
康
で
あ
り
続
け

ら
れ
る
社
会
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
日
常

生
活
の
改
善
や
健
康
増
進
に
つ
な

げ
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
モ
デ
ル
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
Ｐ
Ｈ
Ｒ
は
個
人
の
医

療
・
介
護
・
健
康
デ
ー
タ
を
本
人

の
同
意
の
も
と
で
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
や
行
政
分
野
に
活
用
し
う
る
も

Ｐ
Ｈ
Ｒ
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
推
進

総務省 情報流通高度化推進室 室長

飯村 由香理氏

　

生
命
保
険
協
会
の
創
立
１
１
０
周
年
を
記
念
す
る
式
典
が
２
月
25
日
、
東
京
都
千

代
田
区
の
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
式
典
で
は
「
医
療
介
護
分
野
に
お
け
る
国
民

と
生
命
保
険
の
将
来
」
と
「Society5.0

（
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
５
・
０
）　

に
お
け
る
生
命

保
険
の
役
割
」を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。日
々
の
暮
ら
し
に
身
近
な
生
命

保
険
の
将
来
像
に
つ
い
て
の
議
論
に
、
約
４
０
０
人
の
聴
衆
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

め
に
「
三
つ
の
Ｐ
」
＝
図
表
参
照

＝
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
回
の
式
典
で
は
、
そ
の

点
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
、
明
る

い
未
来
を
切
り
開
く
き
っ
か
け
に

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

生
命
保
険
協
会
は
昨
年
12
月
７

日
に
創
立
１
１
０
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎

え
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
進
化
す
る

中
、
協
会
で
は
社
会
課
題
を
解
決

し
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
た

司会・モデレーター

主催挨拶

Create a Brighter Future 安心と希望に満ちた未来を切り開く
「
三
つ
の
Ｐ
」で
さ
ら
な
る
飛
躍

　

い
ま
、
日
本
で
は
長
寿
化
と
高
齢

化
の
進
行
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
な
ど
多
く
の
変
化
が

起
き
て
い
ま
す
。
生
命
保

険
業
界
の
皆
様
に
は
、
今

後
も
顧
客
本
位
の
業
務

運
営
を
追
求
し
、
持
続
可

能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
金
融

庁
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
、
解
決
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

来賓挨拶

顧
客
本
位
の
業
務
運
営
を

二
つ
目
が
保
険
の
引
き
受
け
手
続

き
。
三
つ
目
が
医
療
保
険
な
ど
に
お

け
る
給
付
金
の
請
求
手
続
き
で
す
。ま

た
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
パ
ー
ソ
ナ
ル

デ
ー
タ
を
安
全
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や
手
続
き
の

利
便
性
向
上
に
よ
る
快
適
な
社
会
の

実
現
な
ど
、
生
命
保
険
業
界
は
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
５
・
０
の
社
会
に
お
い

て
、
新
し
い
価
値
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

生
命
保
険
会
社
が
Ｐ
Ｈ
Ｒ
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
お
客
様
の
利
便
性
が

高
ま
り
ま
す
。
活
用
可
能
性
は
主
に
三

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
が
健
康
増

進
に
向
け
た
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
活
用
。

生
命
保
険
協
会 

副
会
長

清
水 

博
氏

総務省 情報流通高度化推進室 室長
飯村 由香理氏

サステナビリティ消費者会議 代表
古谷 由紀子氏

慶應義塾大学 
医学部医療政策・管理学教室 教授

宮田 裕章氏
生命保険協会 副会長 小林 研一氏 厚生労働省 参事官（社会保障担当）

榎本 健太郎氏
慶應義塾大学 

医学部医療政策・管理学教室 教授
宮田 裕章氏

生命保険協会 副会長
佐々木 豊成氏

Preparedness （心構え） …  人生におけるリスクを深く理解
Protection （保障） …………  リスクに耐えうる保障を確保
Prevention （予防） …………  リスクの発生を予防・回避

安心と希望に満ちた人生を歩むための“三つのP”

　創立110周年を契機に、人生100年時
代にさらに重要性が増す“自助努力の
支援・促進”に、これまで以上に取り

金融リテラシー教育等の推進に係る取組みの紹介
組んでいきます。今年度創設した５月
28日「自助の日」や、２月に公開した
動画教材「ライフプランのいろいろ」
の普及を通じて、国民の金融リテラシ
ー向上に貢献したいと思います。

生命保険協会 副会長　木村 博紀氏

生命保険協会 副会長

小林 研一氏 慶應義塾大学 医学部医療政策・管理学教室 教授

宮田 裕章氏

生命保険協会 副会長

佐々木 豊成氏

新
た
な
価
値
提
供
目
指
す

デ
ー
タ
革
新  

活
用
方
法
が
重
要

金
融
庁 
長
官
　

遠
藤 
俊
英
氏

生
命
保
険
協
会 

会
長
　
稲
垣 

精
二
氏

　

生
命
保
険
業
界
は
長
期
的
視
点
に

立
っ
た
事
業
運
営
と
い
う
本
質
を
守

り
な
が
ら
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
た

柔
軟
か
つ
機
動
的
な
対
応
を
行
い
、

希
望
あ
ふ
れ
る
社
会
づ
く
り
に
貢
献

し
て
ま
い
り
ま
す
。

閉会挨拶

ライフプラン・資産形成・保険を切り口に人生100年時代に必要な知識を気軽に
楽しく学ぶことができる「ライフプランのいろいろ」をリリースしました。
主演：藤田富さん、小南光司さん、瑛さん、鈴木つく詩さん、麻木玲那さん

生命保険協会のHP、YouTube公式チャンネルに公開しています！
※Twitter 公式アカウント （＠seihokyokai） でも関連情報を配信しています。

「人生100年時代に必要なリテラシーと金融業界の役割」
シンポジウムの開催

日　時 ： 2019年 5月28日（火）　１８：00～２０：３0
会　場 ： イイノホール＆カンファレンスセンター 4階

人生100年時代の到来やテクノロジーの飛躍的な進歩という大きな変化の中、
この変化を国民一人ひとりが前向きに受け止め、健康増進を通じた就労継続や
資産の効率的な運用・有効活用等により、自らの人生を切り開いていくことが
重要。そのために必要となるリテラシーと金融機関の役割について考えます。

● 基調講演　 落合 陽一氏
　　　　　　　　　 （メディアアーティスト）

● パネルディスカッション
　   金融機関業界団体関係者等

ライフプランのいろいろ金融リテラシーが身につくショートムービー 公開中!

概 要 

シンポジウムへの
参加申込みはこちらから▶▶▶

落合 陽一氏


